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ま
す
が
ヽ
大
多
数
が
貧
し

よ

国
回
護
響

牡
錫
且
詣

　
ア
ム
ダ
代
表
カ
要
望
　
　

た
状
況
下
で
（
ア
ム
ダ

　
国
連
経
済
社
会
理
事
会

か
ら
総
合
協
議
資
格
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る

ア
ム
ダ
（
本
部
日
日
岡
山

市
）
は
3
0
力
国
に
支
部
を

持
つ
多
国
籍
医
師
団
。
災

害
・
紛
争
地
に
赴
い
て
、

医
療
支
援
を
行
っ
て
い

は
）
巡
回
診
療
を
し
て
い

ま
す
。
（
衛
生
環
境
の
悪
化

で
）
傷
口
の
化
膿
や
風

邪
、
感
染
症
、
下
痢
、
高

血
圧
が
多
い
。
小
さ
い
子
　
は
宗
教
な
し
で
は
語
れ
圭

ど
も
も
非
常
に
多
い
の
　
せ
ん
。
様
々
な
宗
教
へ
の

で
、
巡
回
診
療
は
重
要
で
　
理
解
が
な
い
と
、
心
の
コ

す
。
医
療
に
加
え
、
お
米
　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難

る
。
昨
年
１
１
１
１
月
上
旬
に
発
　
・
調
味
料
な
ど
（
栄
養
の
　
し
い
）
と
強
調
。
異
な
る

生
し
た
台
風
3
0
号
で
は
、
　
あ
る
）
食
物
の
提
供
が
必
　
宗
教
間
の
連
携
が
、
国
際

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
フ
　
要
で
す
」
七
説
明
。
「
ほ
と
　
社
会
で
ば
重
要
で
あ
る
こ

ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
な
　
ん
ど
の
人
が
『
日
本
か
ら
　
と
を
示
唆
し
た
。

　
ど
で
救
援
活
動
を
展
開
し

　
て
い
る
。

　
　
菅
波
茂
代
表
は
1
6
日
、

　
】
隅
を
照
ら
す
運
動
か
ら

義
援
金
２
０
０
万
円
を
贈

　
呈
さ
れ
た
後
、
記
者
団
の

　
囲
み
取
材
に
応
じ
た
。

　
　
台
風
3
0
号
の
被
害
状
況

来
た
』
と
伝
え
る
と
喜
ん
　
宍
仁
¨
・
’
‘
¨
’
¨
’
…
…
…
…
…
…
…
…
…

で
く
れ
ま
す
。
。
特
に
レ
イ

テ
島
は
日
本
兵
が
た
く
さ

ん
死
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

で
き
た
ら
こ
れ
を
機
会
に
　

｀

毎
年
１
回
、
天
台
宗
の
若

い
僧
侶
に
出
て
も
ら
っ

て
、
現
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク

と
合
同
慰
霊
を
営
ん
で
も

ら
い
、
日
本
兵
と
台
風
で

亡
く
な
っ
た
人
々
を
弔
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要

望
し
、
「
合
同
慰
霊
は
台
風

発
生
口
の
Ｈ
月
８
日
に
行

う
こ
と
を
現
地
の
支
部
と

の
間
で
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
お
り
、
日
本
か
ら
誰
が

行
く
か
と
い
う
話
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
「
国
際
社
会
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